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市
営
住
宅
の
連
帯
保
証
人
問
題

新
別
府
川
の
河
道
掘
削

市政のここが聞きたい！

一般質問
登壇順（質問順）に掲載しています。内容は要約であり、公式記録ではありません。

一般質問の映像を公開していますので、
詳しい内容は右のQRコードをスマートフォンで読み取ってご確認ください。

宮崎市議会
議会中継
Webサイト

表内左より、登壇順・質問者（一般質問時の会派）・質問内容を掲載しています

令和4年 第2回（3月）宮崎市議会定例会　一般質問一覧

一般質問は、
市政全般の問題について
市の方針を問うものです。

令和4年第2回（3月）定例会では、
3月7日～10日までの４日間にわたり、
20人の議員が質問に立ちました。
そのなかから主なものを、
登壇順にご紹介します。

市政の
ここが聞きたい！

一般質問公
明
党

上
野 

悦
男

1

公
明
党

吉
田 

正
樹

2

政
友
会

伊
知
地 

孝
美

3

前
新
会

山
口 

俊
樹

4

問
野
良
猫
を
増
や
さ
な
い
一
番
確
実
な
方
法

は
不
妊
・
去
勢
手
術
を
施
す
こ
と
と
考
え
る
。

対
象
と
な
る
猫
を
捕
え
て
、
手
術
後
元
の
場
所

に
放
つ
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
猫
は
一
代
限
り
と

な
り
、
子
孫
が
増
え
る
こ
と
は
な
く
な
る
。
そ

の
た
め
に
は
手
術
代
が
必
要
で
あ
り
、
い
く
つ

か
の
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
基
金
等
を
設
置
し

て
運
用
し
て
い
る
が
、
本
市
に
お
い
て
も
「
動

物
愛
護
基
金
」
の
よ
う
な
仕
組
み
を
作
れ
な
い

か
伺
い
た
い
。

答
動
物
愛
護
基
金
を
設
置
し
て
い
る
中
核
市

は
5
市
あ
り
ま
す
。
今
後
も
手
術
費
用
の
確
保

の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
新
別
府
川
で
も
特
に
檍
地
区
周
辺
で
は
、

土
砂
の
堆
積
も
ひ
ど
く
樹
木
が
生
い
茂
っ
て
い

る
。
前
回
の
要
望
で
浮
之
城
橋
か
ら
坂
元
橋
ま

で
の
河
道
掘
削
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
県
に
引

き
続
き
要
望
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

新
別
府
川
の
檍
地
区
周
辺
の
河
道
掘
削
の
計
画

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
今
年
度
、
坂
元
橋
か
ら
下
流
側
の
県
道
宮

崎
島
之
内
線
に
架
か
る
新
別
府
橋
ま
で
の
区
間

の
河
道
掘
削
の
要
望
を
受
け
ま
し
て
、
県
に
対

し
現
地
の
状
況
を
説
明
し
、
早
期
着
手
の
要
望

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

問
18
歳
成
人
を
ど
の
よ
う
に
守
る
の
か
。

答
成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、
入
学
時
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
お
い
て
、
契
約
の
仕
組
み
や
消
費
者

教
育
を
実
施
し
、
学
生
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
る
危
険
か
ら
守
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
連
帯
保
証
人
確
保
を
廃
止
し
て
は
ど
う
か
。

答
市
は
昨
年
３
月
、
連
帯
保
証
人
の
取
扱
い

要
綱
を
定
め
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
と
認
め
る

場
合
に
は
、
連
帯
保
証
人
の
猶
予
・
免
除
に
つ

い
て
個
別
に
対
応
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

問
和
式
ト
イ
レ
の
洋
式
化
推
進
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

答
宮
崎
市
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

き
、
洋
式
化
を
推
進
し
て
お
り
、
必
要
性
は
認

識
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
に
計
画
を
見
直

し
、
洋
式
化
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

問
所
信
表
明
の
具
体
化
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
令
和
４
年
４
月
に
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
拠
点
」
を
設
置
し
、
児
童
相
談
所
の
開
設
に

向
け
、
県
の
中
央
児
童
相
談
所
へ
の
職
員
派
遣

を
継
続
し
、
市
と
し
て
の
経
験
を
蓄
積
し
て
い

き
ま
す
。
一
時
保
護
の
措
置
な
ど
、新
し
い
サ
ー

ビ
ス
機
能
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
家
畜
排
せ
つ
処
理
の
対
応
は
。

答
堆
肥
処
理
施
設
整
備
の
支
援
や
堆
肥
の
需

要
の
調
査
を
行
い
、
堆
肥
処
理
業
者
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

問
許
可
水
利
権
へ
の
移
行
手
続
き
支
援
は
。

答
受
益
農
家
の
負
担
軽
減
を
念
頭
に
、
許
可

水
利
権
の
手
続
き
を
支
援
し
ま
す
。

問
再
犯
防
止
推
進
計
画
策
定
と
役
割
は
。

答
令
和
４
年
度
中
の
計
画
策
定
を
目
指
す
と

と
も
に
、
保
護
司
活
動
に
必
要
な
場
所
の
確
保

支
援
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
片
井
野
地
区
国
道
交
差
点
の
安
全
確
保

は
。

答
反
射
鏡
の
設
置
に
て
対
応
し
ま
す
。

問
上
井
倉
側
溝
の
安
全
確
保
は
。

答
歩
道
の
整
備
と
併
せ
て
検
討
し
ま
す
。

問
元
野
地
区
道
路
側
溝
の
安
全
確
保
は
。

答
緊
急
性
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

問
岡
川
及
び
井
倉
川
の
治
水
対
策
は
。

答
県
に
お
い
て
国
土
強
靭
化
計
画
に
基
づ
き
、

対
策
が
必
要
な
箇
所
の
河
道
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫な

ど
、
計
画

的
に
進
め
た
い
旨
の
回
答
を
受
け
ま
し
た
。

問
尾
脇
工
業
団
地
調
整
池
の
治
水
対
策
は
。

答
工
業
団
地
の
調
整
池
と
堤
体
に
つ
い
て
は
、

今
後
と
も
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

問
ア
リ
ー
ナ
構
想
は
即
時
中
止
を
明
言
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
の
流
れ
を
伺
い
た
い
。

答
関
係
者
の
皆
様
に
対
し
、
市
長
の
責
任
に

お
い
て
、
ア
リ
ー
ナ
構
想
の
中
止
を
直
接
ご
説

明
し
た
い
と
の
意
向
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
は
中
止
に
向
け
て
庁
内
で
の
必
要
な
プ
ロ

セ
ス
を
踏
ん
で
い
き
ま
す
。

問
第
５
次
総
合
計
画
の
前
期
計
画
が
来
年
度

で
最
終
年
度
だ
が
、
社
会
情
勢
を
鑑
み
、
後
期

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
総
合
計
画
の
位
置
づ
け

な
ど
の
見
直
し
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

答
現
在
、
既
存
総
合
戦
略
の
計
画
期
間
に
あ

わ
せ
て
、
前
期
基
本
計
画
の
計
画
期
間
を
２
年

間
延
伸
す
る
と
と
も
に
、
基
本
構
想
を
７
年
間

に
短
縮
し
、
令
和
７
年
を
始
期
と
す
る
新
た
な

計
画
を
前
倒
し
し
て
策
定
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
建
て
替
え
の
必
要
性
も
含
め
て
精
査
す
る

よ
う
だ
が
、
今
後
の
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
変

更
は
あ
る
の
か
。

答
現
在
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
精
査
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
年
内
を
目
途
に
建
設
候
補
地
ご

と
に
比
較
検
討
資
料
を
作
成
し
た
の
ち
、
令
和

4
年
度
内
を
目
途
に
、
市
長
の
責
任
に
お
い
て
、

建
設
場
所
を
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

動
物
愛
護
基
金

公
立
大
学
の
消
費
者
教
育

公
立
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化

児
童
相
談
所
の
開
設

ア
リ
ー
ナ

第
５
次
総
合
計
画

新
庁
舎

農
業
振
興

宮
崎
市
に
お
け
る
再
犯
防
止
の
推
進

田
野
地
域
危
険
個
所
の
安
全
確
保

3月8日（火）

6 中川 義行
（社民党）

市役所の働く環境、会計年度任用職員制度、
宮崎市総合発達支援センター、不登校児童・
生徒の対策について

7 時任 砂織
（令政会）

市の情報発信と広聴機能、子宮頸がんと帯状
疱疹のワクチン、公共施設のトイレ等、宮崎市
のこれからの農業について

8 黒川 正信
（民友会）

インフラ整備、公共バス事業について

9 嶋田 喜代子
（令政会）

児童相談所設置、ヤングケアラーへの支援、農
福連携、国民文化祭、全国障害者芸術・文化
祭、リトルベビーハンドブック作成について

10 小牧 義隆
（政友会）

教育、行政財産の処分、用地取得について

3月7日（月）

1 上野 悦男
（公明党）

新庁舎の建替え、コロナウイルス感染症対策、
教員のサポート体制、新別府川の河道掘削、動
物愛護、LINE通報システムについて

2 吉田 正樹
（公明党）

消費者教育、帯状疱疹ワクチン接種助成、市営
住宅の連帯保証人廃止、学校トイレの洋式化、
児童相談所設置、夜間中学設置について

3 伊知地 孝美
（政友会）

農業振興（畜産経営・土地改良事業等）、宮崎
市再犯防止の推進、田野地域危険箇所（道路・
側溝・河川・堤体）の安全確保について

4 山口 俊樹
（前新会）

事業の検証と今後の組織・業務のあり方、子育
て環境の整備、庁舎（消防局・市役所）、新型コ
ロナウイルス対応について

5 伊地知 義友
（同志会）

市長の政治姿勢、新庁舎、アリーナ構想、根拠
に基づく政策形成、コロナ対策、国際交流、公
民連携と外部人材等について

3月10日（木）

16 谷口 真理子
（公明党）

女性活躍とデジタル人材、暗所視支援眼鏡、発
達障がい支援、コロナによる学校の影響等、中
学校の標準服、小学校の特認校等について

17 徳重 淳一
（社民党）

市長の成果主義、保健所の職員体制、社会福
祉職場の処遇改善、地籍調査と課税、スクール
アシスタント、大規模盛土造成地について

18 日髙 透
（志誠会）

市長の行政姿勢（専決処分、宮崎市郡医師会、
成果主義、人事、税務、農業）について

19 日高 あきひこ
（市政同志会）

市長の政治姿勢（市長の公約、県と市の連
携）、第13次宮崎市農林水産業振興基本計画

（案）、動物愛護ふるさと納税について

20 近藤 慶子
（前新会）

市長の公約（女性活躍、ふるさと納税）、地域の
まちづくりについて

3月9日（水）

11 森 太
（同志会）

市長の政治姿勢（所信表明、提出案件説明）、
農業、本市の活性化、観光について

12 一ノ瀨 良尚
（はまゆう）

今回の市長選挙（選挙の争点、投票率低下の
要因）、市長の政治信条（市長の責任の果たし
方）、市長の情報発信（SNSの活用）について

13 前田 広之
（前新会）

福祉行政、ヤングケアラー、長距離フェリー航
路、消防行政、建設行政について

14 外山 順一
（志誠会）

公共施設、中央公園と立体駐車場、松橋交差
点と昭和町交差点、図書館、デジタル化に伴う
市民への対応について

15 外山 良則
（前新会）

まちづくり、マイナンバーカード、スポーツ施
設、農業振興地域整備計画について

※3月定例会では、マスク着用を必須としております。
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市政のここが聞きたい！

一般質問

問
で
き
な
い
理
由
よ
り
も
で
き
る
理
由
を
考

え
る
姿
勢
を
職
員
に
求
め
て
い
く
と
い
う
こ
と

は
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

答
現
場
に
立
つ
職
員
が
、
当
事
者
意
識
を

も
っ
て
、
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
っ

て
も
、
新
し
く
で
き
る
理
由
を
つ
く
る
、
も
し

く
は
新
し
い
制
度
を
つ
く
る
、
そ
う
い
っ
た
こ

と
で
様
々
な
新
し
い
課
題
に
対
応
し
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
今
後
、
西
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
開
発
が
活
発

化
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
に
、
土
地
利
用
誘
導
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
周
辺
環
境
と
の
調
和
を
図

り
な
が
ら
、
引
き
続
き
土
地
利
用
の
誘
導
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い
て

市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
新
規
就
農
者
研
修
や
初
期
投
資
の
軽
減
に

向
け
た
補
助
事
業
、
施
設
園
芸
作
物
産
地
の
維

持
・
発
展
、
畜
産
業
の
生
産
能
力
の
向
上
を
図

り
、
農
地
の
生
産
率
向
上
を
図
る
た
め
の
土
地

改
良
事
業
な
ど
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

問
「
児
童
相
談
所
設
置
を
本
格
的
に
検
討
す

る
」
と
所
信
表
明
が
あ
っ
た
が
、
今
後
の
方
向

性
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
人
材
の
確
保
・
育
成
や
財
政
上
の
課
題
等

も
含
め
て
本
格
的
な
検
討
を
始
め
ま
す
。

問
神
戸
市
の
「
子
ど
も
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
支

援
担
当
課
」
の
よ
う
な
専
門
部
署
設
置
に
つ
い

て
、
そ
の
後
の
動
き
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
関
係
す
る
部
局
と
協
議
を
考
え
て
い
ま
す
。

問
国
は
地
域
づ
く
り
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
据

え
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
と
し
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
関
係
機
関
と
連
携
し
現
場
の
取
り
組
み
を

後
押
し
す
る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
計
画
策
定
の

中
に
農
福
連
携
の
観
点
を
盛
り
込
む
予
定
で
す
。

問
本
市
に
お
け
る
出
産
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
総
出
生
数
に
対
す
る
低
体
重
児
出
生
数
の

割
合
は
、
平
成
30
年
が
10
・
１
％
、
令
和
元
年

が
９
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成
の
取
組
状
況
は
。

答
県
と
協
力
し
な
が
ら
令
和
４
年
度
中
の
完

成
と
配
布
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
教
育
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
学
校
の
実
践

に
加
え
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力
を
生
か
し
て
新

た
な
教
育
を
充
実
さ
せ
、
未
来
を
切
り
拓
く
児

童
生
徒
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
保
育
所
等
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識

し
た
環
境
活
動
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

答
保
育
士
や
保
護
者
と
一
緒
に
、
子
ど
も
た

ち
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
な
が
ら
、
そ
の
理
念

を
広
く
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
発
達
障
が
い
の
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
学

校
で
行
わ
れ
て
い
る
組
織
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答
日
々
の
連
絡
や
教
育
相
談
等
で
得
ら
れ
た

保
護
者
の
思
い
や
願
い
に
つ
い
て
は
、
学
校
担

任
か
ら
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

管
理
職
へ
と
共
有
さ
れ
、「
個
別
の
教
育
支
援

計
画
」
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、
個
に
応
じ
た
支

援
体
制
を
築
い
て
い
ま
す
。

問
現
在
利
用
を
中
止
し
て
い
る
歓
鯨
館
の
屋

外
プ
ー
ル
は
、
別
の
用
途
に
利
活
用
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
先
日
、
令
和
３
年
度
施
設
評
価
が
ま
と

ま
り
、
２
月
24
日
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

制
度
に
よ
り
市
民
か
ら
意
見
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

問
選
挙
の
争
点
は
何
だ
っ
た
の
か
、
ま
た
投

票
率
が
低
か
っ
た
要
因
は
。

答
こ
れ
ま
で
の
市
政
運
営
を
こ
の
ま
ま
継
続

す
べ
き
か
、
多
く
の
市
民
が
関
心
を
抱
い
て
い

ま
し
た
。
テ
レ
ビ
討
論
は
あ
っ
た
が
、
議
論
の

場
が
十
分
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
で
す
。年
々

投
票
率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
、
有
権
者
の
政
治

に
対
す
る
意
識
の
変
化
が
大
き
な
要
因
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
市
長
と
し
て
の
責
任
の
果
た
し
方
と
は
。

答
原
因
を
究
明
し
、
情
報
を
公
開
し
て
説
明

責
任
を
果
た
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
ア
リ
ー
ナ
ー
構
想
を
中
止
す
る
プ
ロ
セ
ス

は
。

答
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
総
括
に
つ
い
て
は
、

庁
内
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
た
う
え
で
、
議
会
や
市

民
の
皆
様
に
対
し
、
適
切
な
時
期
に
私
自
身
が

ご
説
明
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。 

答
公
職
の
市
長
で
も
あ
り
政
治
家
で
も
あ
る

私
個
人
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
市
政
情
報
を
中
心
に
、

私
個
人
の
意
見
、
日
常
の
出
来
事
な
ど
、
様
々

な
内
容
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
積
極
的
に

発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
公
平
な
接
種
機

会
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
実
施
さ
れ
る
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
接
種
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
20
年
４

月
１
日
生
が
対
象
者
で
、
厚
生
労
働
省
作
成
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
個
別
送
付
す
る
予
定
で
す
。

問
80
歳
ま
で
に
約
３
人
に
１
人
が
帯
状
疱
疹

に
罹
患
す
る
そ
う
だ
が
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

に
対
し
市
独
自
の
助
成
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答
帯
状
疱
疹
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
は
、
生
活

の
質
を
向
上
さ
せ
る
う
え
で
も
重
要
で
す
。
今

後
も
国
や
他
の
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
ま
す
。

問
本
市
独
自
の
ト
イ
レ
に
関
す
る
整
備
基
本

方
針
を
定
め
た
も
の
は
な
い
の
か
。

答
利
用
者
で
あ
る
地
元
住
民
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
で
き
る
だ
け
要
望
に
沿
う
形
で
整
備
内

容
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

問
国
内
市
場
が
縮
小
す
る
中
、
海
外
へ
の
販

路
拡
大
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
本
市
の
物
流
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
、
輸
送

の
コ
ス
ト
低
減
を
図
り
、
国
や
県
、
生
産
者
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
、
輸
送
先
の
文
化
や
嗜
好

に
応
じ
た
商
品
の
提
案
を
行
い
、
輸
出
先
ご
と

の
課
題
も
ク
リ
ア
し
な
が
ら
、
宮
崎
の
食
材
を

世
界
中
へ
届
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
防
災
対
策
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答
道
路
事
業
や
街
路
事
業
に
よ
る
道
路
整
備

の
ほ
か
、
災
害
発
生
時
に
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ッ
ク

が
必
要
な
機
能
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
橋
梁
な

ど
イ
ン
フ
ラ
の
耐
震
化
や
老
朽
化
対
策
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
自
身
が
率
先
し

て
機
動
的
に
動
き
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
本
市
で
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
防
災
・
減
災
対
策
を
着
実
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
川
原
通
線
（
高
洲
工
区
）
は
進
ん
で
い
る

が
、
残
り
の
東
側
区
間
（
処
理
場
工
区
）
に
つ

い
て
も
道
路
事
業
と
し
て
着
手
で
き
な
い
か
。

答
川
原
通
線
の
未
着
手
区
間
が
完
成
す
る
こ
と

に
よ
り
整
備
効
果
が
期
待
さ
れ
る
の
で
、
国
の
交

付
金
制
度
が
活
用
で
き
る
か
な
ど
検
討
し
ま
す
。

選
択
と
集
中
の
観
点
か
ら
総
合
的
に
優
先
度
を
考

慮
し
、
事
業
実
施
の
時
期
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

問
経
費
等
の
補
助
事
業
は
検
討
で
き
な
い
か
。

答
利
用
実
態
に
応
じ
て
、
効
率
的
な
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
路
線
網
へ
の
再
編
や
適
切
な
運
航
情

報
・
案
内
を
提
供
し
ま
す
。
バ
ス
待
ち
・
乗
継

環
境
改
善
・
利
用
環
境
の
向
上
・
利
用
促
進
に

向
け
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、
路

線
全
体
に
持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

問
働
く
環
境
整
備
や
人
づ
く
り
の
考
え
は
。

答
子
育
て
職
員
支
援
、
女
性
活
躍
、
職
員
の

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
確
保
に
努
め
ま
す
。

問
時
間
外
勤
務
の
未
申
請
を
実
態
把
握
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
長
時
間
労
働
を
是
正
し
健
康
管
理
に
向
け

出
退
勤
管
理
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

問
病
気
で
休
む
場
合
の
病
休
の
取
扱
い
は
。

答
正
職
員
は
有
給
で
す
が
、
会
計
年
度
任
用

職
員
は
無
給
扱
い
で
す
。

問
公
用
車
を
使
え
ず
自
家
用
車
が
必
要
な
場

合
は
、
庁
舎
敷
地
内
に
駐
車
場
を
確
保
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
敷
地
に
余
裕
が
あ
れ
ば
駐
車
を
認
め
ま
す
。

問
事
業
団
と
市
の
関
係
は
。

答
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
た
め
に

市
が
設
立
し
た
社
会
福
祉
法
人
で
す
。

問
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
患
う
職
員
が
多
い
原
因
は
。

答
職
員
間
の
意
見
の
相
違
、
人
間
関
係
の
希

薄
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
な
ど
が
原
因

と
考
え
ま
す
。

問
自
然
楽
校
・
未
来
船
の
役
割
に
つ
い
て
。

答
不
登
校
児
童
生
徒
の
た
め
に
大
変
有
効
で
す
。

問
市
長
が
掲
げ
る
「
赤
字
を
生
む
よ
う
な
ア

リ
ー
ナ
構
想
は
す
ぐ
に
中
止
」
の
赤
字
額
は
ど

の
程
度
か
。
廃
止
の
根
拠
は
。

答
将
来
に
わ
た
り
市
の
負
担
が
生
じ
る
よ
う

な
ア
リ
ー
ナ
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
市
有
施
設
は
ほ
と

ん
ど
が
赤
字
で
あ
る
。
そ
れ
ら
も
廃
止
と
な
る

の
か
。
根
拠
を
明
確
に
。

答
新
設
で
毎
年
市
民
負
担
が
生
じ
る
ア
リ
ー

ナ
は
不
要
と
考
え
ま
す
。

問
「
宮
崎
駅
前
へ
の
市
役
所
移
転
も
一
か
ら

見
直
し
」
と
の
こ
と
だ
が
、
５
年
間
に
わ
た
り

市
民
、
専
門
家
、
庁
舎
内
委
員
会
等
で
幾
多
の

議
論
を
重
ね
て
い
る
。
一
か
ら
見
直
し
は
税
金

の
無
駄
遣
い
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ

た
も
の
を
生
か
す
の
で
は
な
い
の
か
。

答
「
一
か
ら
見
直
す
」
の
表
現
に
つ
い
て
は
、

次
の
選
挙
チ
ラ
シ
作
成
時
は
指
導
を
仰
ぎ
た
い

と
思
い
ま
す
。
具
体
的
候
補
地
、
コ
ス
ト
、
防

災
面
な
ど
を
整
理
し
検
討
し
直
し
ま
す
。
市
長

の
責
任
で
精
査
し
ま
す
。

問
小
児
に
対
す
る
治
験
デ
ー
タ
が
な
い
中
で

の
5
～
11
歳
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
市

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
デ
ー
タ
が
不
足
し
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。

市
民
に
対
す
る
副
反
応
等
の
説
明
に
つ
い
て
は

努
力
し
続
け
ま
す
。

登壇順（質問順）に掲載しています。内容は要約であり、公式記録ではありません。
一般質問の映像を公開していますので、詳しい内容は右のQRコードをスマートフォンで読み取ってご確認ください。
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市政のここが聞きたい！
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問
地
域
協
議
会
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

答
地
域
協
議
会
は
、
行
政
の
附
属
機
関
と
し

て
、
諮
問
の
審
議
や
施
策
の
提
言
を
行
う
と
と

も
に
、
自
ら
が
策
定
し
た
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン

の
実
現
に
向
け
、
解
決
す
る
た
め
の
場
と
な
る

た
め
に
、
様
々
な
団
体
間
の
調
整
等
を
行
い
、

地
域
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
役
割
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
地
域
協
議
会
委
員
推
薦
委
員
会
の
委
員
は

ど
の
よ
う
に
選
出
し
て
い
る
か
。

答
地
域
協
議
会
に
は
、
地
域
住
民
や
各
種
団

体
の
意
見
の
調
整
や
ま
ち
づ
く
り
の
政
策
決
定

の
ほ
か
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
と
の

連
携
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
推
進
委
員
は
各
地
域

自
治
区
事
務
所
に
お
い
て
、
地
域
の
課
題
の
解

決
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
む
団
体
の
中
か

ら
地
域
の
置
か
れ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
選
出
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

問
地
域
協
議
会
の
委
員
を
公
募
に
よ
り
増
や

す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
公
募
に
よ
る
委
員
の
数
は
５
名
以
内
と
規

定
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
地

域
自
治
区
事
務
所
や
地
域
協
議
会
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
も
保
健
師
等
の
処

遇
改
善
が
、
職
員
確
保
の
施
策
の
一
つ
と
考
え

る
。
初
任
給
引
き
上
げ
等
の
処
遇
改
善
を
行
う

考
え
は
な
い
か
。

答
採
用
が
困
難
な
職
種
の
職
員
を
確
保
す
る

た
め
に
、
初
任
給
引
き
上
げ
等
の
処
遇
改
善
を

行
う
こ
と
は
、
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
す
。
今

後
も
、
国
や
他
自
治
体
の
状
況
を
踏
ま
え
、
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

問
地
籍
調
査
に
つ
い
て
、
清
武
町
域
の
完
了

予
定
年
度
は
。

答
清
武
町
域
の
完
了
時
期
は
未
定
で
す
が
、

計
画
最
終
と
な
る
令
和
11
年
度
末
の
進
捗
率

は
、
96
・
５
％
と
な
る
予
定
で
す
。

問
合
併
か
ら
10
年
が
経
過
し
、
市
内
で
の
課

税
の
公
平
化
の
た
め
に
法
務
局
登
記
後
に
課
税

を
開
始
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
調
査
終
了
地
区
の
登
記
完
了
や
同
様
の
取

扱
い
を
し
て
い
る
田
野
地
域
全
域
の
登
記
完
了

等
の
状
況
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
地
籍
調
査
担

当
部
局
と
連
携
し
て
、
課
税
に
向
け
て
の
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
専
決
処
分
で
は
な
く
、
臨
時
市
議
会
を
開
催

し
て
、
市
議
会
の
審
議
採
決
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
事
業
者
に
営
業
時
間
短
縮
要
請
を
行
う
中
、

早
く
予
算
を
確
保
す
る
た
め
に
行
い
ま
し
た
。

問
市
長
と
宮
崎
市
郡
医
師
会
の
会
長
の
関
係

を
心
配
す
る
。
会
長
に
は
会
わ
れ
た
か
。

答
市
郡
医
師
会
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、不
在
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
事
務
局
職
員
に
挨
拶
し
ま
し
た
。
非
常

に
多
数
の
医
師
会
員
よ
り
支
援
を
賜
り
当
選
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
の
心
配
に
は
当
た
り
ま
せ
ん
。

問
人
事
に
成
果
主
義
を
取
り
入
れ
る
の
か
。

答
人
事
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
今
ま
で
と
大

き
く
変
更
す
る
も
の
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問
河
野
副
市
長
等
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
国

か
ら
来
て
い
た
だ
け
る
の
か
。

答
国
と
の
緊
密
な
関
係
が
不
可
欠
で
、
引
き

続
き
国
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問
儲
か
る
農
業
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
農
林
水
産
業
の
最
大
の
目
的
は
生
産
者
の

所
得
向
上
で
す
。
そ
の
向
上
に
結
び
つ
く
多
様

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
清
山
市
長
の
５
つ
の
公
約
に
つ
い
て
の
考

え
方
を
伺
い
た
い
。

答
市
役
所
改
革
を
推
進
す
る
た
め
に
新
た
な

部
署
を
設
置
し
、「
前
向
き
な
市
役
所
」「
成
果

主
義
の
定
着
」「
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
市
役

所
」
を
目
指
し
、
風
通
し
の
良
い
組
織
を
熟
成

し
て
い
き
ま
す
。

問
基
本
計
画
の
中
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組

み
を
含
め
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
計
画
施
策

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
含
め
農
業
分
野
・
林
業
分
野
・

市
場
分
野
で
計
画
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
水
産
業

に
つ
い
て
も
Ｓ
Ａ
Ｃ
制
度
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

さ
ら
に
魚
種
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

問
今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
金
額
は
。

答
前
年
度
は
約
５
億
円
で
し
た
が
、
今
年
度

は
約
28
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道
の
９
つ
の
項
目

に
動
物
愛
護
の
観
点
か
ら
一
つ
増
や
す
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

答
基
本
的
に
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
項

目
の
一
つ
に
追
加
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

問
公
約
で
30
億
と
い
う
金
額
を
上
げ
て
い
る

が
根
拠
と
伸
び
し
ろ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
寄
附
額
を
伸
ば
す
た
め
に
は
返
礼
品
が
重

要
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
感
覚
を
も
っ
て
、
市
場

に
求
め
ら
れ
る
品
及
び
ニ
ー
ズ
に
し
っ
か
り
対

応
し
取
り
組
み
を
強
化
を
し
て
い
き
ま
す
。

問
寄
附
金
の
使
い
道
と
し
て
、
例
え
ば
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
自
然
動
物
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
の

費
用
は
考
え
な
い
の
か
。

答
返
礼
品
で
は
な
く
本
市
を
応
援
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
使
い
道
な
ど
全
体
的
な
見
直
し
に

つ
い
て
も
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
概
念
の
重
要

性
、個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る
取
り
組
み
と
は
。

答
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
職
業
生
活
で
の

格
差
、
性
別
を
問
わ
ず
個
性
と
能
力
が
発
揮
で

き
る
男
女
共
同
参
画
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

問
子
宮
頸
が
ん
撲
滅
に
高
校
２
・
３
年
生
の

接
種
希
望
者
へ
の
自
己
負
担
軽
減
が
あ
る
が
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
と
副
反
応
を
伺
い
た
い
。

答
副
反
応
に
は
発
熱
や
痛
み
、
腫
れ
や
ア
レ

ル
ギ
ー
症
状
が
あ
り
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
運
営
す
る
か
。

答
地
域
の
課
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
ま
ち
づ
く

り
の
在
り
方
を
整
理
し
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

問
学
園
木
花
台
の
市
営
住
宅
は
空
き
戸
数
49

戸
で
共
益
費
の
収
入
や
自
治
会
活
動
等
に
支
障

を
来
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
対
策
を
求
め
て

い
た
が
、
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
る
の
か
。

答
単
身
で
申
し
込
め
る
住
戸
専
用
面
積
を
緩

和
す
る
と
と
も
に
、
従
来
は
１
年
間
（
４
回
の

定
期
募
集
）
希
望
が
な
い
住
戸
を
随
時
募
集
の

対
象
と
し
て
い
た
が
、
１
回
の
募
集
で
希
望
が

な
い
時
点
で
随
時
募
集
の
対
象
と
し
ま
す
。

問
国
の
指
定
難
病
の
網
膜
色
素
変
性
症
の
患

者
に
有
効
な
「
暗
所
視
支
援
眼
鏡
」
を
日
常
生

活
用
具
給
付
事
業
の
対
象
に
追
加
認
定
し
て
ほ

し
い
と
要
望
し
て
い
た
が
、
検
討
さ
れ
た
か
。

答
本
年
４
月
１
日
か
ら
日
常
生
活
用
具
給
付

事
業
の
対
象
品
目
と
し
て
新
た
に
追
加
し
ま
す
。

問
市
の
出
前
講
座
に
発
達
障
が
い
の
理
解
啓

発
を
推
進
す
る
講
座
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い

と
要
望
し
て
い
た
が
、
改
善
さ
れ
る
の
か
。

答
二
つ
の
講
座
を
改
善
し
て
お
り
、一
つ
は「
障

が
い
へ
の
理
解
に
つ
い
て
」
で
、
発
達
障
が
い
や
高

次
脳
機
能
障
が
い
を
含
む
障
が
い
特
性
に
応
じ
た

配
慮
や
、
支
援
の
方
法
等
を
話
す
も
の
。
も
う
一
つ

は
「
障
が
い
者
へ
の
差
別
解
消
に
つ
い
て
」
で
、
市

民
の
み
な
ら
ず
合
理
的
配
慮
へ
の
理
解
を
深
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

問
公
共
施
設
の
維
持
管
理
が
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
将
来
を
見
据
え
た
公
共
施
設
に

つ
い
て
市
長
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

答
将
来
世
代
に
ツ
ケ
を
回
さ
な
い
よ
う
現
役

世
代
の
責
務
と
し
て“
総
量
の
最
適
化
”と“
投
資

の
厳
選
”に
取
り
組
み
、子
や
孫
な
ど
の“
将
来
世

代
”ま
で「
持
続
可
能
な
最
適
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
」

を
提
供
し
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
松
橋
交
差
点
と
昭
和
町
交
差
点
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
渋
滞
緩
和
策
に

つ
い
て
「
宮
崎
県
交
通
渋
滞
対
策
協
議
会
」
へ

情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

問
他
自
治
体
で
は
公
立
図
書
館
に
お
い
て
、

電
子
書
籍
貸
出
サ
ー
ビ
ス
が
導
入
さ
れ
て
い
る

が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
全
国
で
２
５
０
超
の
自
治
体
が
導
入
し
て

お
り
、
教
育
委
員
会
内
部
で
検
討
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
活

用
や
一
部
の
書
籍
は
音
声
読
み
上
げ
機
能
を
備

え
て
い
る
な
ど
紙
の
本
に
な
い
利
点
も
あ
り
ま

す
。
コ
ス
ト
の
問
題
や
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
も
異
な
る
の
で
、
他
市
の
事
例
も
参
考
に
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
市
民
へ
の
対
応
と
し

て
ど
の
よ
う
な
講
座
を
開
催
し
て
い
る
か
。

答
公
民
館
講
座
に
お
い
て
、
児
童
向
け
の
プ
ロ

ミ
ン
グ
講
座
や
高
齢
の
方
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

問
消
防
局
・
北
消
防
署
新
庁
舎
整
備
基
本
計

画
案
で
の
施
設
設
備
費
用
と
財
源
の
見
込
は
。

答
概
算
整
備
費
62
億
円
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

内
訳
は
建
設
工
事
費
44
億
円
、
現
庁
舎
解
体
費

１
億
５
千
万
円
、
造
成
や
雨
水
排
水
工
事
を
含
む

外
構
工
事
費
４
億
円
、
他
設
計
・
工
事
監
理
費
等

６
億
５
千
万
円
で
消
費
税
を
含
め
た
金
額
で
す
。

問
幼
き
介
護
者
と
訳
さ
れ
、
家
族
の
世
話
を

し
て
い
る
子
ど
も
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
市
長

は
ど
の
よ
う
に
考
え
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
認
知
度
も
低
く
、
支
援
が
必
要
で
も
早
期
発

見
・
把
握
が
難
し
く
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
国
で
は
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
体
制
強

化
事
業
」「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
相
互
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

形
成
推
進
事
業
」
を
創
設
し
て
お
り
、
本
市
と
し

て
も
注
視
し
調
査
、
支
援
体
制
を
検
討
し
ま
す
。

問
吉
村
通
線
４
工
区
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。

答
用
地
の
取
得
を
進
め
、
必
要
な
面
積
の

41
％
に
つ
い
て
用
地
補
償
契
約
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
62
％
は
移
転
完
了
見
込
み
で
す
。

問
市
道
大
島
線
、
宮
崎
育
成
牧
場
前
の
道
路

の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

答
「
日
本
中
央
競
馬
会
」
に
協
力
い
た
だ
き

来
年
度
に
改
良
工
事
実
施
と
考
え
て
い
ま
す
。

宮崎市議会
議会中継
Webサイト

社
民
党

徳
重 

淳
一

17

志
誠
会

日
髙 

透

18

市
政
同
志
会

日
高 

あ
き
ひ
こ

19

前
新
会

近
藤 

慶
子

20

前
新
会

前
田 

広
之

13

志
誠
会

外
山 

順
一

14

前
新
会

外
山 

良
則

15

公
明
党

谷
口 

真
理
子

16

消
防
行
政

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

建
設
行
政

市
営
住
宅
の
入
居
率
改
善

暗
所
視
支
援
眼
鏡

発
達
障
が
い
支
援

地
域
協
議
会

公
共
施
設

保
健
所
の
職
員
体
制

地
籍
調
査
と
課
税
の
公
平
化

専
決
処
分

宮
崎
市
郡
医
師
会

成
果
主
義

人
事

農
業

市
長
の
政
治
姿
勢

動
物
愛
護
ふ
る
さ
と
納
税

「
第
13
次
宮
崎
市
農
林
水
産
業
振
興

基
本
計
画
」（
案
）

市
長
の
公
約　

ふ
る
さ
と
納
税

市
長
の
公
約　

女
性
活
躍

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
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12件の議案及び1件の請願について審査を行い、議案は全て全員一致で可決しました。また、5歳から11歳ま
での子どもたちへの新型コロナワクチン接種を積極的に勧奨しないことなどを求める請願については、賛成
少数のため不採択となりました。なお、審査の過程で以下のような意見要望が出されました。

９件の議案について審査を行い、全て全員一致で可決及び承認しました。なお、審査の過程で以下のような意
見要望が出されました。

19件の議案について審査を行い、全て全員一致で可決及び承認しました。なお、審査の過程で以下のような
意見要望が出されました。

26件の議案及び１件の請願について審査を行い、議案は全て全員一致で可決しました。また、宮崎市中央公
園駐車場の夜間開放を求める請願については、賛成少数のため不採択となりました。なお、審査の過程で以
下のような意見要望が出されました。

４
つ
の
常
任
委
員
会
は
、本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た

議
案
や
請
願
な
ど
に
つ
い
て
専
門
分
野
ご
と
に
詳
し
く
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
委
員
会
の
3
月
定
例
会
の
意
見
・
要
望
の
主
な
も
の
を
ま
と
め
ま
し
た
。

総務財政委員会建設企業委員会

文教民生委員会市民経済委員会

常
任
委
員
会
の
審
査
報
告

職員研修費
がけ地近接等危険住宅移転事業 宮崎市公園墓地特別会計予算案

長距離フェリー輸送力拡大支援事業

出退勤管理システム運用事業

公立夜間中学設置準備事業新型コロナウイルス感染症妊産婦支援事業
事業バトンタッチ支援事業 佐土原総合文化センター設備等改修事業

生目の杜運動公園改修事業
小中学校医療的ケア児支援事業

個人番号カード交付事業

ＩＣＴによる業務効率化の仕組みだけに頼るのでは
なく、業務そのものの根拠や仕組みを学ぶ機会を
提供し、職員が各業務に必要な専門的な知識を習
得することができるよう、ＯＪＴ研修の質の向上に
努めるよう意見を述べました。

本事業は、がけ崩れ等のおそれがある区域内にあ
る既存住宅 ( 危険住宅 ) を除却し、安全な場所へ
移転させるため、除却費用等と新たな住宅の建設
資金を金融機関から借り入れた場合の借入金の利
子相当額を助成しようとするものであります。事業
を知らずに本制度を活用できなかったという事業対
象者が出ないよう、早急に事業対象となる
住宅の把握を行い、事業対象者に対して
より丁寧な事業の周知に努める
よう意見を述べました。

宮崎みたま園における植栽管理業務等の事業費に
ついて、業務発注時の公平性を担保するとともに、
適切な事業の構築と予算の執行を行うため、複数
事業者から見積りを取得するなど、金額の妥当性や
適正価格について明確に説明できるよう意見を述べ
ました。

新船の就航により、長距離フェリーに対する期待が
非常に高まっている状況であることから、今後も輸
送力拡大に向け
積極的に取り組
むよう意見を述
べました。

本システムの活用により職員の出退勤時間の正確な
把握を行うとともに、サービス残業の是正を行い、
職員の心身の健康維持に努めるよう意見を述べまし
た。

基本計画の策定に向けてアンケートを実施予定のた
め、学び直しを求める方の意見を確実に把握できる
ようなアンケートを実施すること、また、教職員の
確保には苦慮している自治体もあることなどから、
県に人員の確保について要望するとともに、先進地
の状況も調査し、よりよい夜間中学の設置のため取
り組むよう意見を述べました。

不安を抱える妊産婦
に積極的に連絡を行
うなど、より妊 産 婦
に寄り添った支援に
努めるよう意見を述
べました。

医療的ケアが必要な児童・生徒は急な体調変化が
起こることが想定されるため、親と学校が事前に十
分に協議を行い、児童・生徒が安心して学校生活が
送れるような体制の整備に努めるよう意見を述べま
した。

中小企業における経営者の高齢化に伴い、事業承
継のニーズは今後増加することが想定されることか
ら、本事業のさらなる周知広報を行うことにより、
事業承 継の支
援に努 めるよ
う意 見を 述べ
ました。

建物の長寿命化や今後の改修費用等の費用負担を
減らすため、建物の建設等から運営管理及び解体
に至るまでに要する総費用であるライフサイクルコ
ストの観点から、建物の予防保全を含む計画的な
修繕を行うよう意見を述べました。また、所管する
他の施設についても同様の観点で施設の維持管理
に努めるよう意見を述べました。

現在、資材等の価格の高騰が続いていることにより、今後、事業費
に不足が生じる可能性が危惧されており、また、施設の閉鎖に伴う
市民への影響を最小限に抑えるためにも、速やかに事業に取り組み、
予定する工期内での完成に努めるよう意見を述べました。

本市のマイナンバーカード交付率は２月末時点で
56.3％と、全国の 42.4％を上回っている状況です
が、身分証明書や健康保険証として利用できるとい
うメリットやカードの
申請 場所等 の周知を
十分に行い、さらなる
交 付率 の向上に努め
るよう意見を述べまし
た。
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前
新
会

公
明
党

同
志
会

政
友
会

市
政
同
志
会

社
民
党

は
ま
ゆ
う

民
友
会

令
政
会

志
誠
会

日
本
共
産
党

（7） （6） （4） （4） （3） （3） （3） （3） （2） （2） （1）
議案 第54号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○1 ●1 欠

請願
第1号 ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ○1 ●1 欠
第2号 ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ○1 ●1 欠

議案番号

会派（人数）

提出議案の
議決結果一覧

2月臨時会及び3月定例会
2月臨時会では、市長提出議案1件が原案のとおり全会一致で可決されま
した。また、3月定例会では、「令和4年度宮崎市一般会計予算案」をはじ
め、市長提出議案の55件が原案のとおり全会一致で可決及び同意、補正
予算の専決処分1件が賛成多数で承認されました。請願2件については賛
成少数につき不採択となり、諮問10件は異議なしとされました。また、委員
会提出議案2件及び議員提出議案1件は全会一致で可決されました。

一般会計の歳出決算を市民一人
当たりに換算すると約41万９千
円になります。市民生活の向上
や地域経済の活性化に取り組ん
でいます。

新型コロナウイルス感染症対策の予算はあるの？ 新型コロナウイルス感染症対策としてどんなものに使われるの？

以下のような新型コロナウイルス感染症関連事業に活用されて
います。

令和４年度当初予算については、予算編成方針令和４年度当初予算については、予算編成方針
に基づき、ウィズコロナ・ポストコロナを見据えた に基づき、ウィズコロナ・ポストコロナを見据えた 
「新型コロナウイルス感染症関連事業」を重点事「新型コロナウイルス感染症関連事業」を重点事
業とするなど、新型コロナウイルス禍に対応する業とするなど、新型コロナウイルス禍に対応する
ための予算編成を行っています。ための予算編成を行っています。

歳入
1,680
億円

自主財源
41.0％

依存財源
59.0％

歳出
1,680
億円

義務的
経費
58.2％

投資的経費
8.5％

その他
33.3％

人件費
12.7％

公債費
10.1％普通建設

8.3％

災害その他
0.2％

繰出金
9.4％

積立金
1.1％

補助費等
5.8％

物件費その他
17.0％

扶助費
35.4％

市税
32.9％

寄附金
2.1％

諸収入
1.4％

使用料及び
手数料
1.2％その他

3.4％

地方交付税
13.0％

国庫支出金
22.2％

県支出金
8.5％

地方譲与税
1.0％

交付金
7.6％ 市債

6.7％

イチから
分かる

①歳入

③一般会計の歳出を市民一人に換算してみよう

④教えてQ&A

②歳出収入にはどういうものがある？ 支出はどういうものに
使われている？

・市長が予算案を提出し、提案理
由を説明します。（2月28日）

・審査する予算案を、4つの常任委
員会に割り振ります。（3月11日）

・常任委員会における審査の経過
と結果を報告します。

・本会議で出席議員による採決を
行い、可決されれば予算が成立し
ます。

・割り振られた予算案について、担
当部局に議員が質疑等を行うなど
して、予算案の審査を行います。

・割り振られた予算案に対する賛
否の表決を行い、委員会としての
意見や要望をまとめます。

議会費　1,755円

商工費　4,980円

教育費　29,783円

衛生費　37,227円

総務費　42,044円

労働費　255円

土木費　36,539円

災害復旧費　716円

民生費　203,863円

❶本会議

❸本会議（3月18日）

❷常任委員会での審査
（3月11日〜3月16日）

農林水産業費　9,826円

消防費　9,630円

公債費　42,171円

令和 4 年度　一般会計予算令和 4 年度　一般会計予算

今年度の市の収入と支出は今年度の市の収入と支出は
どうなっている？！どうなっている？！
歳入から歳出まで市の予算を見てみましょう！ 今年は市長選挙の年だったため、必要最小限歳入から歳出まで市の予算を見てみましょう！ 今年は市長選挙の年だったため、必要最小限
の収支を計上する骨格予算で、政策的経費や新規事業などは肉付け予算として6月議会に計の収支を計上する骨格予算で、政策的経費や新規事業などは肉付け予算として6月議会に計
上される予定です。上される予定です。

Q Q
A A

事業名 事業費（千円）

新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金 支給事業 330,138
新型コロナウイルス感染症妊産婦支援事業 5,600
新型コロナウイルス感染症検査・医療費 236,538
新型コロナウイルス感染症防疫等対策事業 24,000
新型コロナウイルスワクチン接種対策事業 496,629
新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業 404,579
新型コロナウイルスワクチン予防接種健康被害 救済給付事業 1,000

※ 鈴木一成議長（前新会）は、表決に加わりません。

上記結果に※印がついたものは、
賛成・反対がどちらもあった議案です。

「○」は賛成、「●」は反対

議案の会派別賛否一覧 令和4年3月定例会

種
類
番
号

件名 結果

2
月
臨
時
会

市
長
提
出
議
案

1 令和3年度宮崎市一般会計補正予算（第16号）案 原案可決

3
月
定
例
会

委
員
会
提
出
議
案

1 民生委員・児童委員の担い手不足の解消を求める意見書案 原案可決

2 地方創生と感染症対策に資するデジタル化の推進を求
める意見書案 原案可決

議
員
提
出
議
案

1 ロシアによるウクライナ侵略に抗議する決議案 原案可決

市
長
提
出
議
案

2 令和4年度宮崎市一般会計予算案 原案可決
3 令和4年度宮崎市公営住宅建設資金特別会計予算案 原案可決
4 令和4年度宮崎市国民健康保険特別会計予算案 原案可決
5 令和4年度宮崎市後期高齢者医療特別会計予算案 原案可決
6 令和4年度宮崎市公園墓地特別会計予算案 原案可決
7 令和4年度宮崎市卸売市場特別会計予算案 原案可決
8 令和4年度宮崎市母子父子寡婦福祉資金特別会計予算案 原案可決
9 令和4年度宮崎市介護保険特別会計予算案 原案可決
10 令和4年度宮崎市公設合併処理浄化槽事業特別会計予算案 原案可決
11 令和4年度宮崎市宅地造成事業特別会計予算案 原案可決
12 令和4年度宮崎市公債管理特別会計予算案 原案可決
13 令和4年度宮崎市水道事業会計予算案 原案可決
14 令和4年度宮崎市工業用水道事業会計予算案 原案可決
15 令和4年度宮崎市公共下水道事業会計予算案 原案可決
16 令和4年度宮崎市農業集落排水事業会計予算案 原案可決
17 令和4年度宮崎市田野病院事業会計予算案 原案可決
18 令和3年度宮崎市一般会計補正予算（第18号）案 原案可決

19 令和3年度宮崎市公営住宅建設資金特別会計補正予算
（第1号）案 原案可決

20 令和3年度宮崎市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）案 原案可決

21 令和3年度宮崎市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第1号）案 原案可決

22 令和3年度宮崎市公園墓地特別会計補正予算（第2号）案 原案可決
23 令和3年度宮崎市卸売市場特別会計補正予算（第1号）案 原案可決
24 令和3年度宮崎市介護保険特別会計補正予算（第3号）案 原案可決

25 令和3年度宮崎市公設合併処理浄化槽事業特別会計
補正予算（第2号）案 原案可決

26 令和3年度宮崎市宅地造成事業特別会計補正予算（第1号）案 原案可決
27 令和3年度宮崎市公債管理特別会計補正予算（第1号）案 原案可決
28 令和3年度宮崎市水道事業会計補正予算（第1号）案 原案可決
29 令和3年度宮崎市工業用水道事業会計補正予算（第1号）案 原案可決
30 令和3年度宮崎市公共下水道事業会計補正予算（第1号）案 原案可決
31 令和3年度宮崎市農業集落排水事業会計補正予算（第1号）案 原案可決
32 令和3年度宮崎市田野病院事業会計補正予算（第1号）案 原案可決
33 堀口辺地に係る総合整備計画の策定について 原案可決
34 灰ケ野辺地に係る総合整備計画の策定について 原案可決
35 町及び字の区域の変更について 原案可決
36 字の区域の変更について 原案可決
37 市道路線の廃止について 原案可決
38 市道路線の認定について 原案可決

種
類
番
号

件名 結果

3
月
定
例
会

市
長
提
出
議
案

39 宮崎みたま園の指定管理者の指定について 原案可決
40 包括外部監査契約の締結について 原案可決
41 和解及び損害賠償の額を定めることについて 原案可決
42 宮崎市個人情報保護条例の一部改正について 原案可決
43 宮崎市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 原案可決
44 宮崎市常勤の特別職の給与に関する条例の一部改正について 原案可決

45 宮崎市地方活力向上地域における固定資産税の不均
一課税に関する条例の一部改正について 原案可決

46 宮崎市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する
条例の制定について 原案可決

47 宮崎市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関
する条例の制定について 原案可決

48 宮崎市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営の基準に関する条例の制定について 原案可決

49 宮崎広域都市計画事業青島シーガル土地区画整理事
業施行条例の廃止について 原案可決

50 宮崎広域都市計画事業松小路土地区画整理事業施行
条例の廃止について 原案可決

51 宮崎市農業集落排水処理施設条例の一部改正について 原案可決

52 宮崎市消防団員の定員、任用、給与、分限、懲戒、服務
等に関する条例の一部改正について 原案可決

53 宮崎市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 原案可決

54 「令和3年度宮崎市一般会計補正予算（第17号）」の専
決処分について 承認※

55 宮崎市副市長の選任について 同意
56 令和3年度宮崎市一般会計補正予算（第19号）案 原案可決
57 令和4年度宮崎市一般会計補正予算（第1号）案 原案可決

諮
問

1 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし
2 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし
3 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし
4 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし
5 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし
6 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし
7 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし
8 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし
9 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし
10 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし

報
告

1 専決処分の報告について 終了
2 専決処分の報告について 終了
3 専決処分の報告について 終了
4 専決処分の報告について 終了
5 専決処分の報告について 終了
6 専決処分の報告について 終了
7 専決処分の報告について 終了
8 専決処分の報告について 終了
9 専決処分の報告について 終了
10 専決処分の報告について 終了
11 専決処分の報告について 終了
12 専決処分の報告について 終了

請
願

1 宮崎市中央公園駐車場の夜間開放を求める請願について 不採択※

2 5歳から11歳までの子どもたちへの新型コロナワクチン接種
を積極的に勧奨しないことなどを求める請願について 不採択※

一人あたり一人あたり
41万9,038円41万9,038円

予算審議の流れ

▼

▼
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より多くの方に情報をお届けす
るためにインスタグラムを開設
しました。ぜひフォローしてくだ
さい。

インスタグラムを開設

広報広聴委員会　編集委員
小牧　義隆
冨永　千香

今田　裕信
中村　鉄兵

齊藤　義勝
松田　浩一
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）

春は別れと出会いの季節。今回の表
紙は、4月から社会人デビューをされ
る新社会人の方々です。すこしの不
安を感じながらも大きな夢と希望を
もって羽ばたかれます。これまでの多
くの出会いを大切に新たな出会いを
求めて第一歩を踏み出します。宮崎
市もまた新市長のもと新たな出発で
す。多くの課題が山積した宮崎市。そ
の課題をひとつずつ解決していかな
ければなりません。先日、アリーナ構
想の中止が明らかにされましたが、市
庁舎建設、消防局庁舎建設も大きな
課題です。議会も積極的に議論に参
加し、市民のみなさんの声をしっかり
活かしてまいります。それぞれの新し
い旅立ちに、エールを送ります。
Fly towards the future.

編 集 後 記市議会ホームページも、ぜひご活用ください!

公式Facebookでは、一般質問
の要旨や常任委員会・特別委
員会の活動などをメインに情
報を発信しています。

市議会ホームページでは、

議会の最新ニュースや会議

録をはじめ、議会に関する

さまざまな情報を発信して

います。インターネットなら

ではの便利な機能もご用意

していますので、「みやざき

市議会だより」と併せてご

活用ください。

会議録の検索、閲覧が可能

市議会ホームページなら…

平成元年以降の会議録が登録されてお
り、「発言者」や「会議録の種類」、「日付」
などで文書を絞り込むことができます。

ホームページで本会議を中継！
市議会ホームページで定例会や臨時会
の本会議を中継しています。過去の議
会の録画映像もご覧いただけます。

https://www.city.miyazaki.miyazaki.jp/parliament/

Facebookでも情報を発信
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議会を傍聴しませんか
市議会の本会議や常任委員会、特別委員会は自由に
傍聴できます。傍聴の際は、新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、マスク着用等にご協力ください。

市議会からのお知らせ

宮崎市議会議会中継
ホームページ

会議の模様を宮崎ケーブルテレ
ビ（地上11ch）で
放送しています。

インターネットで見るテレビで見る
会議の模様を録画配信していま
す。ホームページ
からアクセス
してください。

※会期日程は変更になることが
あります。正式な日程が決定し
ましたらホームページにアップし
ます。

次の定例会は

予定

6月定例会

6/6月〜


